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 船橋市リハビリセンター紹介

  ４事業を行う船橋市リハビリセンター

ー地域生活期リハビリと予防の拠点ー

船橋市  指定管理者　医療法人社団輝生会

  船橋市リハビリセンター だより
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当センターの所在地は、船橋東部地区の飯山満にあり
ま す。   以前は船橋市がケア・リハビリセンターとして
運営していましたが、平成 26 年 4 月 1 日からは医療法
人社団輝生会が船橋市から指定管理者として指名され、
船橋市の東部地域のリハビリ拠点としての位置づけで、
クリニック事業、訪問看護事業、リハビリ事業、地域リ
ハビリ拠点事業の４事業に取り組んでいます。 
特徴は地域リハビリ活動への啓発・介護予防から医療
保険・介護保険でのリハビリ提供を総合的に行う拠点
であることです。

＜クリニック事業＞　医療保険・介護保険による外来診
療、訪問診療を 2 名（火曜日、木曜日）の医師で行っ
ています。外来リハビリを受けている患者さんは５２名、
通所リハビリの利用者さんは１７６名、訪問リハビリの
利用者さんは１０１名になっています（平成28年10月
現在）。スタッフは看護師１名、介護福祉士２名、理学
療法士８名、作業療法士５名、言語聴覚士 1 名の計１７
名で対応しています。
＜訪問看護事業＞　昨年４月より業務開始し１年半が経
過し、在宅療養を行っている患者さんの中で、看護を

必要とするかたのケアに積極的に取り組んでいます。
現在、スタッフは所長を含め５名で運営しており、担当
している患者さんは４１名です。
＜リハビリ事業＞　船橋市が従来行ってきた介護予防を 
目的としたパワーリハビリ教室、パワーリハビリフォ
ローアップ、プールリハビリなどは継続して行い、介護
予防に取り組んでいます。現在、パワーリハビリフォロー
アップ１６０名、プールリハビリ１２７名の方が利用し
ています。
＜地域リハビリ拠点事業＞　船橋市地域リハ研究会で
行ってきた研究大会や市民公開講座、介護職勉強会など
を市の事業として行うこととなり、船橋市におけるリハ
ビリテーションの普及・啓発活動に、より積極的に取り
組むことができています。

　私たちは、上記活動を通して、地域の医療スタッフや
生活を支える方々とも緊密な連携を図り、高齢者や傷病
等により障がいを持たれた方々が、住み慣れた地域で
再び輝いた生活が送れるようお手伝いをしてゆきます
ので、今後ともご指導・ご鞭撻よろしくお願いいたします。

センター長　石原　茂樹
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船橋市ケアリハビリセンター
　　船橋市リハビリセンターと　　 
       ケアハウス市立船橋長寿園　が併設

輝生会の　　       「人間の尊厳」の保持　　 「地域リハビリテーション」の推進　　 「情報」の開示     

基本理念   　        「主体性・自己決定権」の尊重　　 「ノーマライゼーション」の実現　　　　　　

当センターは飯山満にあり、輝生会が運営しています
は さ ま
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再び輝いた生活が送れるよう支援してゆきます
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通所リハビリでは何をしている？特　集

短時間通所リハビリの流れ

血圧や脈拍、体重などをチェックし
ます。可能な限りご自分で記入して
いただきます。

定期的に専門的な評価を行い、　　　
ご利用者個々にあわせたメニューを
計画します。理学療法士・作業療法士・
言語聴覚士が、　マンツーマンでリハ
ビリを提供します。

担当者が自主トレーニングメニューを
ご提案します。ご自分でできるように
なるために、専属のトレーナーが　
お手伝いします。また生活および　
介護上での助言も行っています。　

新たな取り組み    『 歩こう会』　始まる

クリニック事業

クリニック事業

　  私たちは介護認定を受けている方を対象に、短時間型の             　        
通所リハビリテーション を行っています。日常生活の自立を助け、
より健康的で広がりのある生活の獲得ができるよう、心身機能の維持・
回復を目指しています。住み慣れた地域で、少しでもご自分らしく生

活が出来るよう、   利用されている方各々のお体の状態や言語面、認知面などリハビリテー
ションの目標を定め、必要に応じた評価・訓練を行います。
　1-2 時間の短時間通所リハビリですので短い時間ではありますが、個別の訓練や自主ト
レーニングなどその方に必要なプログラムをたてて、目標を達成できるよう利用されてい
る方と一緒に取り組んで行きたいと思っています。

送迎があります

    高橋　春美　   
チームマネジャー

平成２８年９月

　通所リハビリ『歩こう会』が 10 月から始
まりました♪歩こう会は、「仲間と歩けば楽
しい、頑張れる」をテーマとした体力づくり
の企画となっており、毎週火曜午後に開催し
ています。
　グループでお互いに声を掛け合い、楽しみ
ながら歩くことで、普段よりも一歩先まで歩
くことができ、自信に繋がることを期待して
います。

■通所利用対象者：　　　　　　
＊要介護および要支援の認定をうけている方

■送迎は一定の範囲内で行っています。　
　お問い合わせください

■ご利用までの流れ
　ケアマネジャーにご相談してください
　当センター担当者（高橋　江尻　高信）　
　047-468-2001 に 連絡ください　　　　　
契約⇒リハビリ診察  ⇒利用開始となります

 　　 「 転びそうになった」
　      「 長い距離を歩けなくなった」
　      「 食事がむせやすくなってきた」           
　   そんなことに心当たりはありませんか?



ー3ー

A.   ご本人や家族が心配なこと、不安なこと、希望する
　　ことについて相談に乗り、療養生活がスムーズに　
　　行 えるように、生活と医療の視点からサポート　　
　　します。
　・ 健康状態の観察とアドバイス、　　　　　　　　　
　・食事、排泄、清潔のケア、リハビリテーション     
　・救急対応、　　　　　　　　　　　　　　　　    
　・ 経管栄養を利用している方、人工呼吸器装着の方、
　　気管切開を有する方、褥瘡のある方、           
         がん末期の方などへの医療ケア　　 
　・検査、治療促進のための看護、療養環境改善の
        アドバイス、様々なサービスの使い方の相談、
　・ケアマネジャーや他職種と連携しての療養環境整備
　　　etc･･･

訪問看護事業 訪問看護はこんなことしている

訪問看護事業

横山　恭子　所長

A. 赤ちゃんからお年寄りまで、
　・病気や心身の障害のために、自宅療養をしながら
　　過ごされている方や
　・終末期のケアを必要とする方。
　・医療処置が必要な方や重症な方だけでなく、
　    寝たきりになるおそれがある方、
　・リハビリテーションや服薬指導が必要な方、
　・認知症・糖尿病などの在宅療養が必要な方も
　　訪問看護が利用できます。
介護保険で、要支援・要介護に認定された方はもちろん、
若い方は疾患により医療保険で利用できます。
また、ご本人だけでなく、支えているご家族もサポート
いたします。

Q．訪問看護ってどんな方が受けられる？

Q．訪問看護ではどんな事をしている？

訪問看護を受ける場合はどうする？

Q. 介護保険は申請していなかったのですが、急な入院・   
      手術で体力が低下して、医療処置も必要です。退院
      後の生活が心配で訪問看護を受けたいけれどどうし
      たらよいのでしょうか？

訪問看護を必要とされる場合、
訪問看護ステーション：所長　横山恭子　　
またはソーシャルワー力ーまで
お気軽にお電話（047-773-0319）ください。

     寺下 NS   金子 NS   横山所長   伊藤 NS   高木 NS　

横山軍団が　夜間、休日の緊急時にも対応します！

　「訪問看護」と聞いて、どんな事を思い浮かべますか？　・・・
自宅に訪問して看護ケアをする。
このようなざっくりとしたイメージは皆さんお持ちでしょうが、実際にどん
な事をしているのかはわからないという方が多いのではないでしょうか。　

今回は、「訪問看護をうけられる方」、「訪問看護はどんな事をしている？」について、
まとめてみました。また、訪問看護をうける場合の手順などもかんたんにまとめてみま
した。
これから、訪問看護について興味を
持っていただけるよう、この「訪問
看護だより」から、役立つ情報をお
伝えしていこうと思います！ 

相談（介護保険申請）⇒ケアマネジャーの決定⇒かか
りつけ医からの訪問看護指示書交付⇒ケアプラン作成
⇒契約⇒訪問看護の利用開始という流れになります。

A. 訪問看護には、医療保険 ( 健康保険 ) で行うものと介
　護保険で行うものの 2 つがあります。サービス内容
　には大きな違いはありません。しかし【介護保険優先】
　の原則があります。40 歳未満もしくは厚生労働大臣
　が認める 20 の疾患等に該当する方以外は、すべて介
　護保険での訪問看護となります。
　「介護保険は申請していないから医療保険で訪問看護
　を受けたいわ」という訳にはいかないのです。
　質問者さまの状況で、まず必要になってくるのは『介
　護保険の申請』と『ケアマネージャーの決定』です。
　入院中であれば医療相談室などのソーシャルワー　
　力ーさん、ご自宅でお過ごしの場合にはお近くの地
　域包括支援センターへ連絡してみましょう。かかり
　つけ医にご相談いただくのもよいと思います。
　 　



　ー4ー

    　　　　　　利用者さんの年齢・性別

リハビリ事業

   加齢に伴い、身体機能の低下が心配な方々が、
要介護状態になることを防止するため、熱心に
マシンやプールを利用されています。

介護予防を図る目的で
市内に住む 65 歳以上の身体機能の低下した方を対象に、

実施している事業が「リハビリ事業」です。

 「パワーリハビリフォローアップ」　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
教室を終了後、継続が必要な方が利用されます。

　リハビリ事業　
　  （介護予防）

エルゴメーター
レッグプレス

スタッフ

  「リハビリ事業」では、リハビリ教室、パワーリハビリフォローアップ、プールリハビリをしています。  

ロッカー＆血圧測定

トーソフレクション

起立台

プールリハビリ（水中歩行）

 「プールリハビリ」　　　水深 90cm の円形プールを歩行します。

＜利用の手続き＞　　船橋市リハビリセンター　　
　　　　　　　　　　　電話番号　047-468-2001　へ
　　　　　　　　　　　お問い合わせください。

無料送迎バス
リハビリセンターと薬園台駅（新京成線）、飯山満駅   
  （東葉高速線）、JR 東船橋駅との間を運行しています。

 「パワーリハビリ教室」　3 ヶ月間、週 2 回（全 22 回）　
主にマシンを使用したトレー
ニングで運動習慣をつける      
きっかけづくりを支援します。
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地域リハビリ拠点事業

第 14 回　船橋市地域リハビリテーション研究大会　
　　 平成 28 年 9 月 19 日（土）　きららホール

第 5 回　ふなばし福祉フェスティバル　　        平成 28 年 10 月 21（金）、22 日（土）　ビビット南船橋

  

     【今後の予定（平成 28 年度）】
11 月 22 日（火）　　『第 51 回　介護職員向け勉強会　
　　　　　　　　　　“移動・在宅勤務者向け”』　
　　　　　　　　　　船橋市リハビリセンター
12 月 13 日（火）　　『第 52 回　介護職員向け勉強会　
　　　　　　　　　　                   “摂食栄養”』
　　　　　　　　　　船橋市立リハビリテーション病院　
  1 月 14 日（土）、15 日（日）『ヘルシー船橋フェア』
  1 月 24 日（火）　     『第 53 回　介護職員向け勉強会　　
　　　　　　　　                            “フットケア”』　　 
　　　　　　　　    　船橋市立リハビリテーション病院
  2 月  ４日（土）　     第 15 回　船橋市地域リハビリテー　
　　　　　　　　　　　        　ション研究大会　　
  2 月   9 日（木）　      『第 9 回　摂食栄養サポート勉強会』
　　　　　　　　　    船橋市立リハビリテーション病院
  2 月 28 日（火）　     『第 54 回　介護職員向け勉強会　
　　　　　　　　      　                 “指導者向け”』          
　　　　　　　　　     船橋市立リハビリテーション病院

～活動報告～

「地域リハビリテーション拠点事業」では、
関係機関と協力し様々な活動を行っています。

■ 市民及び市内のリハビリテーション関係者への　
　　　　　　　      リハビリテーションの重要性及び必要性の周知          

■ 市内のリハビリテーション関係者の育成 、　医療及び介護の連携強化

　地域リハビリ　
　    拠点事業

副センター長　江尻　和貴

■ リハビリテーションに関する実態把握の実施　　　　　　　      　　

地域リハビリテーション拠点事業のミッション

・リハビリ総合相談
・地域リハビリに関する関係者向け勉強会等の開催
・市民向けリーフレット等作成
・市民向け勉強会等開催

　 地域リハビリ拠点事業のホームページは　http://www.funabashi-rehacen.com/#p4　で見ることができます 。

 「地域リハビリテーション」とはこの船橋で生き生きと    
生活をしていくために、関係する人々や機関がリハビリ
テーションの立場から協力して行う活動のことです。　
この事業に携わらせていただくことで、地域で懸命に利
用者を支えている人々と出会う機会を得ることができ、
船橋の底力を感じることが出来ます。

日本福祉大学学長　二木　立　先生にお越しいただき、
りゅう

ご講演いただきました。   二木先生は、リハビリテーショ
ン医出身の医療経済・政策学研
究の第一人者であり、これま
で医療福祉政策に様々な提案を
なされてこられた方です。今
回は地域包括ケアと地域医療
連携について、“システムでは

なくネットワーク”　“0 歳から 100 歳までを対象に”　     
　“医療と福祉の橋渡しがリハビリ”など、印象に残る
メッセージを散りばめていただきつつ、わかりやすくご
講義いただきました。143 名の参加が得られ、「なかな
か分かりづらかった地域包括ケアシステムについて整理
ができた」、「地域医療連携の重要性を改めて確認できた」
等の意見を多くいただきました。

船橋市立リハビリテーション病院と共同し出展してきました。当センター
のブースでは、握力、バランスなどの体力測定や、実際にリハビリで使用す
る運動機器の体験等をしてもらいました。測定結果を、平均値と比較しても
らいながら、ご自身の健康年齢を把握して
いただきました。また、イベントステージで、
泉水 PT（当センター）、伊藤 PT 、   塩見 SW  
( 船橋市立リハビリテーション病院）による  

「シルバー体操」も開催しました。体を動か
す事の意味や重要性、健康について考える
機会となったのではないでしょうか。
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倫理のセンター勉強会
が平成 28 年 9 月２３
日に開催されました。
講師は船橋市立リハビ
リテーション病院で倫
理リーダーをされてい
る御代川英己さんにお

願いしました。
　勉強会は御代川さんによるパワーポイントを使用して
の「そもそも倫理とは」という話から始まりました。そ
して御代川さん自身が倫理でわかりにくかったことは、

『倫理原則と徳倫理（道徳）の違い』、『倫理と法の違い』
と話され､倫理原則は手もとに、賢く正しく行為をする
のを容易にしてくれるような倫理原則をもつこと。 徳倫
理は高潔な方法で行動したくなるような性格を持つこ
と。倫理は「どのような行為が正しいか」をしめす ( 内
的な自立から生じる）。法は「どのような行為が正しく
ないか」を示す（外的強
制力によって作られる）。
と「高齢者ケアにおける
介護倫理」よりの抜粋を
示し、わかりやすく説明
してくださいました。
　本題のなぜ倫理を学ぶ必要があるのかということにつ
いては、患者さんにとっての「最善の利益」「尊厳の保持」
を目指す医療 ( ケア ) にとって、本人の望むことを支援

輝生会では「よりよい接遇をめざして」を合い言葉に
して、日々の業務に取り組んでいます。当センターで
は、毎日の朝ミーティングをしておりますが、特に月
に 2 回スタッフの接遇への取り組みを朝ミーティング

の場で話しても
らうことにして
います。その内
容は「足跡」ファ
イルにまとめて
います。

委員会より

し、最善の選択を行う
ためには、『意見の対立
を生じない､適切な方法
を導くこと」が望まし
く、そこに倫理的問題
解決のプロセスがある
と話されていました。
生命倫理の４原則は① 自律尊重② 善行③ 無危害④ 公正
ですが、現場では倫理原則が対立してジレンマに陥るこ
とがあり、その際には 4 分割法を用いて事実を整理す
ることが必要になることから、４分割法を使う理由、使
い方を講義していただきました。
　講義終了後、グループ毎に実際の事例「手術不可能な
肺癌末期の利用者に提供したリハビリ ( 訪問・通所 ) と

訪問看護の検証」を用
いて、４分割法で事例
を分析し、対立してい
る倫理原則をまとめ、
発表という流れとなり、
充実した勉強会が終了
しました。

　倫理的課題を意識しながら、業務を遂行することは当
輝生会の理念である「人間の尊厳の保持」を達成するた
めの一丁目一番地ですので、委員会としては継続して勉
強会には取り組んでゆく予定です。

     サービス向上委員会

     倫理委員会

医療機関に勤めて間もない頃、病院受付のイメー
ジのまま淡々と受付をしていました。すると他職
種の先輩スタッフより「リハビリに来られる患者
さん、利用者さんにリハビリ室で頑張ってもらう
ため、またここに来るのが生きがいと感じてもら
えるように、受付で元気を分けてあげてくれよ」
といわれました。受付で淡々と仕事をするだけで
はなく、患者さん・利用者さんご家族がここに何
を求めて来られるのか想像することが必要なのだ
と考えるきっかけになりました。

今回は「足跡」に掲載されたサポー
ト部サブマネジャーの一ノ瀬さんが
話された内容「先輩からの声かけで
我が身を振り返った経験」を紹介し
ます。

倫理の４原則と４分割法を学ぶ

接遇   私たちの取り組み

委員会より
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新入スタッフ、異動スタッフに質問

【質問】①船橋市リハビリセンターの魅力を教えてください。

             ②専門職として心がけていることを教えてください。

　　　③今後の抱負を教えてください

（高木　郁実  NS）　　①地域での取り組み、挨拶が徹底され
ていること
②訪問看護師として知識・技術を磨く
ため日々勉強に心がけています。
③利用者さんが安心して在宅療養が出
来るように支援していけるようにして
いきたい。

（西村　菜々 PT）　　  ①地域での取り組み、スタッフの挨拶 、
小さい拠点ではあるが勢いがある。
②明るく挨拶をし、移動手段に対して
不具合などないか確認すること。
③常に疑問を持ち、先輩に相談しなが
らリハビリを進めていきたい。生活期
でのスキルアップをしたい。

（高信　昭子  SW）　    ① Dr をはじめスタッフが明るく親しみ
やすい。リハビリもご本人のこうなり
たい、こうしたいという、希望にそっ
て目標設定し、取り組んでいる点。
②生活上の心配事があって相談される
方が多いので、その方のお話をしっか
り聴き一緒に解決してゆくよう心がけ
ています。
③船橋市内のリハビリに関することな

ど、他拠点のソーシャルワーカー等との連携を取りながら支
援できるよう活動していきたいと思います。

（林　沙紀  PT）　　 　①雰囲気がよい。歩こう会などリハビ
リセンターの取り組みが魅力的
②相談しやすい、話しやすい雰囲気作
り、身体について信頼できる返答がで
きる。
③ひとつひとつ確実に覚えていき、患
者さん、利用者さんが安心信頼できる
リハビリテーションを提供できるよう
にしていきたいと思います。

（岩井　孝樹  PT）         ①『歩こう会』も始まり、楽しく、自
分の目標に向けてリハビリができる場
所です。
②常に利用者さんの訴えに対して、ど
うすれば解決できるか、楽しくできる
か考えながらリハビリをしています。
③利用者さんの目標が達成できるよう
自分も沢山勉強して関わっていきます。

（横山　千絵  OT）　　①訪問・外来・通所と 3 つの分野のリ
ハビリがあり、地域の方々や利用者の
方の生活に近いところです。
②利用者さんの生活がよりよいものに
なるようにリハビリに取り組んでいま
す。
③病院でのリハビリ経験を訪問・外
来・通所のリハビリへ生かしていきた
いと思います。

（河口　ゆい  PT）    　 ①輝生会自慢の接遇に加えてアットホー
ムさがあり、自分の家族にも勧めたい
です。
②笑顔の元気さで接しつつ、身体機能
や日常生活動作の支援ができるように
心がけています。
③笑顔でがんばりたいです。

    ( 横川　健大  PT）　　　　  
①医療・介護保険でのリハビリや介護予防事業などに利用さんに合わせたサービスが提供できるところ
②利用者さんやご家族が生き生きとした生活が送れるようにサポートしたいと考えているため、元気 
　 な笑顔でリハビリを行うように心がけています。
③クールヘッド（冷静な頭）とワームハート（温かい心）を成長させられるように頑張ります。

御苦労さまでした。新任地でも頑張ってください。

（佐野　友紀子  CS）     ①アットホームな感じで、地域密着型
のリハビリを行っているところが魅力
です。
②優しい接遇を心がけています。　　
③リハ病院で得た知識を生かせればと
思っています。

新しく仲間になったスタッフです。これからよろしく

ス
ッ フ 紹 介タ
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前原西にある吉田医院は、バス通りから一本入っ
た落ち着いた雰囲気の環境にあります。吉田幸一
郎先生と、息子さんの康太郎先生のお二人で診療
されています。医院開設は昭和５４年ですので、　
３６年間にわたり、前原地区の医療の砦として地
域の方の健康を見守ってこられています。また、
吉田幸一郎先生は第１３代の船橋市医師会会長を

勤められ、数多くの役職を歴任されて、船橋市の医療環境の充実に取
り組んでこられています。船橋市立リハビリテーション病院の開設にも
大きな役割を果たされています。
　現在も現役で外来診療や訪問診療でご活躍されている他、地域リハビ
リテーション活動や多くの地域活動もされています。
 
  

「在宅医療はリハビリテーションの観点から行う必要があります。その人
がどうやって生活を改善させるのか、そこを考えていくことが重要です」
  吉田医院　船橋市前原西 6-1-23      

　　　TEL.　047-472-2905

私は現在 90 歳になりま す。      平成 25 年 12 月 25 日、
早朝起きたら．右半身麻痺で立ち上がることができず、
妻を呼ぶにも声が出ず、やっと事情を伝え、事務所
の人たちを呼んでもらい救急車で船橋市立医療セン
ターに運んでいただきました。そこで脳梗塞と診断さ
れ、右半身麻痺と言語障害を併発していると言われ、
入院することと成りました。急性期治療を医療セン

ターで行い、翌年 1
月 14 日にリハビリ
病院に転院しまし
た。リハビリ病院
では言語担当者が
大勢おり、入れ替
わり毎日午前と午

前原にある吉田医院を訪ねて

リハビリセンターの諸先生に感謝を込めて

後 2 時間、舌の運動、口の運動、のど
の運動を指導してくださり、転院 3 日
目に、朝昼夜の挨拶ができるようにな
りうれしい日々が続きました。右半身
の麻痺もリハビリにより散歩もできる
ようになり合わせ感謝しております。
　3 月 15 日にリハビリ病院を退院して入居地のケアハ
ウス長寿園に帰ってきました。訪問リハビリを継続して
おりましたが、平成 26 年 7 月にリハビリセンターが開
院すると同時にお世話になりました。リハビリセンター
のスタッフはリハビリ病院の方々が大勢来てくださり、
お世話になっている次第です。今は体の力を落とさな
いように、一日 3000 歩を目標に歩いております。唯々
感謝の一念しかございません。

【編集後記】　暑かった8月、日照時間の少なかった9月がすぎ 、
秋本番です。紅葉を楽しみたいですね。さて、今まで船橋
市リハビリセンターだよりは VOL.10 まで発行され、地域リ
ハビリ拠点事業の活動報告をしてきましたが、今号では船
橋市リハビリセンターは「何をしているのか」ということ
を知ってもらうことをテーマとしました。次号も、本冊子が
地域リハビリの拠点事業に資することを目指して頑張りた
いと思います。 　　　　　　　　　　　　（石原　茂樹）

地域の施設紹介 & 利用者さんの声から

磯部　廣司　さん

利用者さんの声から

     センタースタッフ数　 （H28.10）
医師　　　　　　　　２名（火、木）
看護師　　　　　　　６名
理学療法士　　　　１０名
健康運動療法士　　　２名
作業療法士　　　　　５名
言語聴覚士　　　　　１名
介護福祉士　　　　　２名
ソーシャルワーカー　２名
サポート部　　　　１１名

「歩こう会」の道すがら、
キバナコスモスが咲いて
いました。

四季折々に咲くお花が患者さんを和ませてくれます。

 【  先生からひと言】

地域の施設紹介

モダンな雰囲気の待合室


